
産学連携による研究初期段階からの
オープン＆クローズ戦略の策定・活用支援

－新たな市場創出・獲得と収益力の向上を目指すー
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資料２



特定新需要開拓事業計画（仮称）の認定制度の創設に関する検討の方向性
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（背景）

⚫ 標準化活動は研究開発の社会実装・市場化の重要なツールであり、世界でも市場の創出に向けた競争
を背景としたグローバルな国際標準化活動が活発化している。我が国でも、本年６月の日本産業標準調
査会基本政策部会で「日本型標準加速化モデル」を取りまとめ、市場の獲得・創出のために戦略的に
標準化活動を加速化していく必要性が示されたところ。

⚫ 特に、標準化と知的財産を一体的に活用するオープン＆クローズ戦略に取り組む企業は大きく成長しており、
オープン＆クローズ戦略の策定・活用は、研究開発成果の社会実装・市場化の確度を高める点で、
我が国の産業競争力の強化に資するものである。

⚫ 一方で、日本の企業や大学等の研究機関は、標準化・知的財産を活用した市場創出・獲得に係る意識、
知見、人材や資金の不足により、研究開発の成果を社会実装し、市場を獲得・創出していく際に、オープ
ン＆クローズ戦略を十分に構築・活用出来ていない。

⚫ 研究開発の初期段階から標準化・知的財産を一体的に活用するための踏み込んだ措置を講じなければ、
イノベーションを創出しても、その成果の社会実装・市場化による企業収益の向上につながらず、競争力強
化には結びつかない。

（政策的措置）

⚫ こうした背景を踏まえ、事業者及び大学その他の研究機関が共同で実施する研究開発について、標準化
と知的財産を一体的に活用するオープン＆クローズ戦略の策定・活用を促進するための計画認定制度
を創設し、新たな市場創出・獲得と収益力の向上を目指すこととしてはどうか。








